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７．フルルビプロフェンアキセチルの持続静注により安
定した解熱効果を得られた症例
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することが可能である.【症例１】 51歳 男性 直腸
癌Ope後大動脈周囲リンパ節他転移.最終退院後の在宅
訪問から死去までの日数12日高濃度のフェンタニル注
射液をバルーンジェクターにて持続点滴.無菌調剤の設
備を持たない当薬局では,薬剤を予めバルーンジェク
ターに充塡してお届けすることが出来ないため,交換時
に訪問看護師と待ち合わせて一緒に充塡作業を行った.
シリンジ内でのフェンタニルの希釈について訪問看護に
指導し,確認しながら充塡,交換を実施し,取り外したバ
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